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研究成果の概要（和文）：前立腺癌組織において、慢性前立腺炎の原因菌である

Propionibacterium acnes 感染細胞における遺伝子変異誘導酵素 AID の発現量は低値であった。

一方、P. acnes 感染腺管では発癌に関与する転写因子(NF-kB, STAT3)の活性化が生じていた。

本結果から、P. acnes による慢性前立腺炎が発癌の一因となっている可能性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： Although we did not find a significant expression of 
activation-induced cytidine deaminase by the prostatic epithelial cells infected by 
Propionibacterium acnes that is known to be a cause of chronic prostatitis, we found that P. 
acnes-infected prostatic gland shows local epithelial expression of transcription factors 
(NF-κB, and STAT3) which can activate oncogenes in such P. acnes-infected prostatic 
epithelial cells. These results may explain an aspect of inflammation-associated 
carcinogenesis of the prostate caused by P. acnes-associated chronic prostatitis.  
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１．研究開始当初の背景 
前立腺癌組織から Propionibacterium 

acnes が高頻度に培養されることから、本菌
による慢性前立腺炎に起因した発癌機構の
存在が疑われるようになった。 
 
２．研究の目的 

ピロリ菌による慢性胃炎と胃癌発症が遺
伝子変異誘導酵素 AID の異所性発現で関連
付けられる可能性が示唆されたことを受け、
前立腺癌においても同様の機序を考え、P. 
acnes の細胞内感染による慢性炎症と発癌と
の関連性を検証した。 
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３．研究の方法 
P. acnes 感染細胞および前立腺癌の凍結材

料の AID mRNA 定量を real-time PCR によ
り測定した。また、前立腺癌組織において
AID 発現の局在を確認するために、パラフィ
ン包埋切片でも使用可能なモノクローナル
抗体の作製を試みた。 
また、前立腺癌(PCa)、前立腺肥大症(BPH)、

泌尿器悪性腫瘍にて合併切除された腫瘍病
変のない前立腺組織(NC)を使用し、発癌に関
与する転写因子 NF-ｋB および STAT3 の活
性状態と P. acnes の局在および感染量を、免
疫二重染色および real-time PCRによって検
討した。P. acnes に対する免疫染色には、本
研究室で作製した本菌特異的モノクローナ
ル抗体(PAC3)を使用した。 
 
４．研究成果 
感染細胞、前立腺癌組織ともにAID mRNA

発現量は低値であり、AID の関与は否定的で
あった。 
免疫染色、real-time PCR の結果では、前立

腺癌、非腫瘍組織における P. acnes 感染量に
有意な差は認められなかった。しかしながら、
免疫二重染色像を腺管単位で解析すると P. 
acnes の局在と NF-ｋB および STAT3 の活
性化に高い相関を認めた（図 1,2,3 参照）。 
前立腺癌組織と非腫瘍組織との間に感染

量の差はなかったものの、癌の好発部位と本
菌の局在が一致しているため、本菌の感染と
癌化には何らかの関与があるものと考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1. P. acnes と NF-kB の二重染色像 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2. P. acnes と NF-kB の二重染色像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3. P. acnes, NF-kB, STAT3 の陽性腺管率 
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